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＜事例検討＞

東海林　康之様（55）躁うつ病　デイナイトケア利用開始後：1年8ヶ月　

　　　　　　　　　　住居：青山荘入所中
検討内容治療計画の内容見直し

治療計画
1 気分の不安定さや生活の乱れが見られた際には、振り返りと対処法の検討を促していく。

2 標準体重63.0kgを目指し、運動プログラムへの参加促しと食事摂取状況の把握を行なう。

現状

＜デイケア＞

· 青木様と過度な接触はないが、体に触れられていることはある。

· 現在の体重70kgで、標準体重（63kg）を目指し、エアロビでは汗をかきながら参加している。

· ラジカセ購入しようとの意見に表情硬くし乱暴に話す。

· 青木様とタバコのやりとりをしている可能性があるため、確認する。

· 現在は規則を守れているが、守れないようなら注意をする。

· 時折、寝癖をつけて来所することや同じ服を着てくることがあり、身だしなみにあまり気を使わないこともある。
· デイケアに来てから気分の変動無く安定、生活に支障は無いと兄談。デイケアでも大きな気分変動は見られない。

＜青山荘・その他＞

･　時折、三男の家へ外泊している。

· 7／31退所のためお金に関して過敏になっている。

· 兄が通帳管理している。

· 7／31までに退所の予定―かかる経費は兄様負担する予定。
· 退所に向け何が単身生活に必要で何が足りないのか割り出す必要がある。

· 青山荘にて他メンバーを部屋に入れている時がある。

· 病状が悪化すると、薬を飲み忘れる可能性が考えられる。

· 退所後、自分でお金を管理したいと希望している。

· 徐々に就労を目指し幸房を利用したいとのこと。

今後の計画立案
長期目標：単身生活を送る（7／31青山退所）

中期目標：退所に向け何が単身生活で必要で何が出来て何が足りないのか割り出す必要がある。

短期目標：話し合いにより決める。

＜連絡事項＞

· 本日16時より病院2F会議室にて部署ミーティングを行なう。残り番は大谷地、服部。

· 事業報告の為、14時よりスタッフ3名が抜ける。

· 行事の花見の企画書提出中。スタッフの配置基準の問題があることから、今後も話し合って企画していく。

＜利用者様情報＞

繁名　和恵様～「二重分裂して見えるが治ったけど、足がトレモロみたい(足がトントンするとのこと)だからリスパダール飲んでいい？」とスタッフに相談している。取り立てて体調が悪いので無いなら様子を見てはどうかと促すと昼間で様子を見るとのこと。

古舘　ヨリ様～熱は測っていないが寒気があり休むと本人より連絡あり。

秋山　和子様～体幹湿疹にて皮膚科より軟膏を貰ってきたとのこと。

下町サン子様～目のただれの為、皮膚科にて目薬と軟膏を処置される。

五日市　公様～兄様と外食のため昼食止め。

関　　秀治様～今後の仕事について青明舎と話し合いをした。週3回仕事をする事が決定した。

＜外来情報＞

山田　吉夫様～寝つきが悪い。テレビで野球を観てから寝る。その後、試合が気になり最後までラジオを聞いている。Drよりダイジェストで観ればどう？とのこと。原因がわかっているので薬を変えないで様子を見る。

上久保善郎様～血糖106、Hbaic5.1特に異常なし。血糖値が若干増えてきたからご飯を食べる量を少し減らすよう主治医からアドバイスがある。

＜プログラム検討＞

· 新しいプログラムの起案書を5月中に提出予定。

＜環境整備＞

· 5月の環境整備予定表を提出している。

· 浴槽の赤さび対策にネットを使用してみる。

＜新書式検討＞

· 記入欄等、川端Drに見てもらい来月には変えていく。

· 5月に入り、新しい担当になったらケアマネジメントを作る。

＜業務改善＞

· 食事注文の受付を朝のミーティング5分前に、一旦締め切ることによりスタッフ、利用者様が10時には席つくことが出来るようになった。







